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1 ，研 究の ね らい

　平 成 5 年度 よ り始 まる新学習指導要 領 中学

校 の 選 択学習で は環 境問題 を取 り Lげる こ と

が多 くな ると考え られ る 。 科学 、技術 、社会

の 相 互関連 と して と らえ る STS 教 育は 、こ

れ まで の 環境教育に 新 しい 視 点を与 え る 、， し

．か し、 STS 教育に 関す る教材 は取 り扱 うテ

ー
マ の 規模の 大 き さか ら 、メ デ ィ ア に よ る情

報 を活用す る こ とが 中心 で あ る 。 中学段階で

は 日常 の 身近 な環境 問題か らア ブ ［J・一一一チ した

い ，、 そ こ で本研 究で は 、STS に お ける 直接

経験 の 充実 をはか るた め に 、中学校 にお ける

観察 、実験 の 教 材化 を行 い 、大容蠻 の 画像情

報 と して 光 フ ァ イル に よ る データベ
ー

ス 化 を

行 っ た 。
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図 　　研 究の 流 れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゴ ミ処理 」　「孵利用 1 などに高 い 興味を示

2 ．方法　　　　　　　　　　　　　　　　してお り 、 昨年とはやや興味が異な っ て い た e

　生徒の 実 態 に沿 っ た観察 、実験 の デー
タベ 　　ま た 、マ イ ナ ス の 影響に 注 目 した 関連づ け

一ス を作成す るために 、 環境問題 に 対す る 生 が多 くみ られ 、社会に おけ る樗学 、 技術の 必

徒 の 興味と胡互 関連の 認識に つ い て 中学校の 　要性 に注 目 した もの は 少なか っ た 。

・
年生 を対象 に ア ン ケ

ー ト調査 を行 し丶 昨年　　こ れ らの 結果 に 基 づ い て ll 種の 観 察 、実

の 生 徒の 興味 、枳互 関連 の 認識 との 比較 分析 験に つ い て そ の 教材化を検討 し、デ…
タベ ー

を行 っ た 。 この 結 果に 基 づ い て 、観察 、実験　ス化 を行 っ た 。

の 内容 を精 選 し 、 シ ソ
ーラ ス を設定 し鵡 、　　 環境問題 に 関す る情報源 で は テ レ ビ の 利 用

　また 、環 境問題 に 対す る生 徒の 興味 とマ ス 　数が 最 も多か っ た 。

コ ミの 影 響を調 べ る ために 、生 徒の 環境 問題　4 ．翻察 、実験 の デ
ー

タベ ー
ス 化

に 対す る情 報源の 調査 も合 わせ て行 っ た ，，　　 11 種の 観察 、実験 を必要な時 、直 ちに 検

　中学生が身近 な環 境問題 と して 取 り扱え る　索す る こ とが 出来 るよ うに す るた め に 、ア
ー

観 察 や実験教材を改善 、 開発 し観察 ・実験 マ 　タベ …ス に する こ とを試みた 。

ニ
ュ ア ル を作成 した 、，　　　　　　　　　　　 こ の デ

ー
タベ ー

ス は 、主 と して 授業実践 者

3 ．結 果　　　　　　　　　　　　　　　 が 、 観察 、 実験 を取 り人 れ た授業を構 成す る

　ア ン ケ
ー トよ り 「核兵器 ． 、

．
森林 伐採 1　　 際の 参考資料 を提供 す る こ とを 目的 と し て い
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るが 、 課 題研 究授業におい て生徒が 主体的に　の 観察 、 実験 を光 フ ァ イル に 入力 す るため に

観察 、実 験を選 択 す る際 の 資料 と して も対応　内容 をま とめ て 、テ キ ス ト形式 の 資料を作成

する こ とが 出来る よ う 、 検索手段を単純化 し　した 、，

た 。

　教材化 を検討 し、予備実験 を行 っ た ユ 1 種
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　 この資料は次 の9

【 ．i で 構成さ れてい る ， ， 名 験的

料 薬 実日 原 材 試 1234 　 b 6 ，

口具 7 ． 方法 と留 意 点 8 ． 発 展 9 ．

考 、

用 文献 　 目的は 、 観察 、 実験に よ って 生 徒

何 を 認 識 さ せ る か につい て記述 し て あ る

ﾜ た 、 同． ｝［寺 にそ の環 境 問題 の 概 要

つ いて も

れてい る 。 　 原 理 は 観 察、 実 験の 反

が 何故 起こ る のか 、 その原 理について 述

、 観察、実験
の結 果を 誤っ た認 識

結び付けることを 防ぐため に 設 置し
た。 　

料 、試 薬 、用 具に ついて は、細 かく分 け

記 述す る ことで観察、実験に 何を準備 すれ ば

い か． − H で分 かるように し た 。 　方 法

留 意 点は 予備 実験 の
デー一 一一夕 を 基 に 、

も良 い と思わ れる方 法を 考 察し 、 そ れに 対

艪 ｳ

て操作上 の 留意 点 を 列弓 靠した 、 ， こ れ に

謔闕 ﾅ も効 率よく 、 ま た 安 全に観 察、 実験 が

s える

うにした ，、ま

、方法に は随所に図 を入れ 、操 作 を 分 か り

すく するよう 心が け た。 　 発 展 はい

つか の観 察 、 実 験に あ り 、 その

観察、 実験． をさら に深め る 際 の 指針 を述べ

いる 。 4 ．今 後の 課題 　
今 回 取

．ヒげ た 観察 、実 験
教材

メディア 教

と統合
す
るこ と に よ り 、 STS の総合学 習 が可能に な る と思 わ


